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(57)【要約】
【課題】  外耳道の形状はＳ字状に大きく曲がっている
ため鼓膜を耳介側から直視できる人はほとんどいないた
め、外耳道の奥からの赤外線を受光しにくい。
【解決手段】  向きを固定し耳孔深部から放射された赤
外線を通過させるプローブ２と、プローブ２を通過した
赤外線を受光し平面上に並べられた複数の受光素子７
と、複数の受光素子７の前に配置され耳孔深部からの赤
外線を集光する集光手段４と、複数の受光素子７の出力
を温度に換算して出力する信号処理手段８と、信号処理
手段８の出力を基に温度を算出する演算手段９と、演算
手段９の出力を報知する報知手段１０とからなり複数の
受光素子７中のいずれか一つが耳孔深部からの赤外線を
受光でき正確に体温を測ることができる。



(2) 特開２００２－３３６２０５

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  外耳道に挿入され耳孔深部に向きを固定
し耳孔深部から放射された赤外線を通過させるプローブ
と、前記プローブを通過した赤外線を受光することを目
的として平面上に並べられた複数の受光素子と、前記受
光素子の前に配置され前記プローブを通過してきた耳孔
深部からの赤外線を集光する集光手段と、前記複数の受
光素子の各々の出力を温度に換算して出力する信号処理
手段と、前記信号処理手段の出力を基に温度を算出する
演算手段と、前記演算手段の出力を報知する報知手段と
からなる耳式体温計。
【請求項２】  演算手段は複数の受光素子の出力から得
られる複数の温度値を基に一つの温度値を確定し出力す
る請求項１に記載の耳式体温計。
【請求項３】  信号処理手段は複数の受光素子の出力か
ら一つの出力値を確定し出力する請求項１に記載の耳式
体温計。
【請求項４】  複数の受光素子の出力の中から最高温度
を示すものを選択し報知する請求項２または３に記載の
耳式体温計。
【請求項５】  複数の受光素子の出力の中から時間的に
安定な温度値を選択し報知する請求項２または３に記載
の耳式体温計。
【請求項６】  複数の受光素子の中で最高の温度につな
がる信号を出力する受光素子の位置が平面上に並べられ
た複数の受光素子の中で最外周部に位置する場合は正し
く耳孔深部方向を向いていないことを警告する請求項１
に記載の耳式体温計。
【請求項７】  どちらの方向に偏っているかを通知する
請求項６に記載の耳式体温計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は生体の体温を耳孔内
から放射される赤外線量を検知することにより測定する
耳式体温計に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来この種の耳式体温計としては、例え
ば、特開平１１－１９７１１７号公報に記載されている
ようなものがあった。図６は、前記公報に記載された従
来の耳式体温計を示すものである。
【０００３】図６において、３１はプローブ、３２は赤
外線センサ、３３は集光手段、３４は信号処理手段、３
５は報知手段である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】一般的に耳口に近い外
耳道付近の温度よりも、鼓膜あるいは鼓膜近傍である耳
孔深部の温度の方が高く、耳式体温計では耳口に近い外
耳道付近から出される赤外線よりも鼓膜あるいは鼓膜近
傍である耳孔深部からの赤外線を受光するほうが真の体
温計測として望ましい。また、耳孔深部からの赤外線だ
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けを受光しようとすると集光手段を改良して非常に狭い
範囲から放射される赤外線だけを受光する狭視野光学系
を開発する必要があった。
【０００５】しかしながら、人の外耳道は一般的にＳ字
状に曲がっており、使用者がプローブ先端を自分の耳の
耳孔深部に向けるのは容易ではない。従って、このよう
な従来の構成の受光素子が１個からなる耳式体温計は、
使い方に慣れないとプローブ先端が耳孔深部を向かず外
耳道の耳口付近の壁を見てしまい、狭視野であるがため
耳孔深部からの赤外線を受け取れないという不具合を生
じ易いという課題を有していた。
【０００６】また、上記課題を避けるために視野をある
程度大きくすると耳孔深部からの赤外線は受光しやすく
なるが、代わりに耳口付近の壁からの赤外線も受光して
しまい耳孔深部と耳口付近の平均的な温度を算出してし
まうという別の課題を生じていた。
【０００７】本発明は、前記従来の課題を解決するもの
で、プローブを耳口に挿入する際のプローブ先端の方向
の決定に、熟練した技術を使用者に要求するものでな
く、プローブ先端を正確に耳口深部に向けなくても耳口
深部だけからの赤外線量で温度を算出することができる
耳式体温計を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記従来の課題を解決す
るために、本発明の耳式体温計は、平面上に並べられた
複数の受光素子と、この受光素子の前に配置された集光
手段と、複数の受光素子の出力を温度に換算して出力す
る信号処理手段と、この信号処理手段の出力を基に温度
を算出する演算手段と、この演算手段の出力を報知する
報知手段とからなり、複数の受光素子の出力信号をもと
に耳口深部からの赤外線を受光したと思われる受光素子
の信号を抽出し温度に換算する構成としたものである。
【０００９】これによって、耳孔深部から放射された赤
外線と耳口付近の壁から放射された赤外線とを別々の耳
口素子で受けることができため、複数の受光素子の出力
の中から最も妥当な受光信号を選択し所定の演算をした
後、体温として報知できる。
【００１０】
【発明の実施の形態】請求項１に記載の発明は、外耳道
に挿入され耳孔深部に向きを固定し耳孔深部から放射さ
れた赤外線を通過させるプローブと、前記プローブを通
過した赤外線を受光することを目的として平面上に並べ
られた複数の受光素子と、前記受光素子の前に配置され
前記プローブを通過してきた耳孔深部からの赤外線を集
光する集光手段と、前記複数の受光素子の出力を温度に
換算して出力する信号処理手段と、前記信号処理手段の
出力を基に温度を算出する演算手段と、前記演算手段の
出力を報知する報知手段とか構成する。
【００１１】これにより、耳孔深部から放射された赤外
線と耳口付近の壁から放射された赤外線とを別々の受光



(3) 特開２００２－３３６２０５

10

20

30

40

50

3
素子で受けることができため、個々の受光素子が受光し
ている赤外線の放射元、つまり耳孔の中の各部温度を別
々に検知できる。
【００１２】請求項２に記載の発明は、特に、請求項１
に記載の演算手段が複数の受光素子の出力から得られる
複数の温度値を基に一つの温度値を確定し出力すること
により、複数の受光素子のそれぞれの出力に所定の演算
を行うことでそれぞれの温度を算出でき、最も妥当な温
度値を選択し体温として報知できる。このため、プロー
ブを耳口に挿入する際のプローブ先端方向の決定に、熟
練した技術を使用者に要求せず、プローブ先端を正確に
耳口深部に向けなくても耳口深部だけからの赤外線量で
温度を算出することができる。
【００１３】請求項３に記載の発明は、特に、請求項１
に記載の信号処理手段が複数の受光素子の出力から一つ
の出力値を確定し出力することにより、複数の受光素子
の出力の中から最も妥当な受光信号を選択し、その一つ
の出力をもとに演算手段が温度値を算出し体温として報
知できる。このため、受光素子の出力から温度を算出す
るための所定の演算は１回で済み、かつ、プローブを耳
口に挿入する際のプローブ先端方向の決定に、熟練した
技術を使用者に要求せず、プローブ先端を正確に耳口深
部に向けなくても耳口深部だけからの赤外線量で温度を
算出することができる。
【００１４】請求項４に記載の発明は、特に、請求項２
または３に記載の演算手段または信号処理手段が複数の
受光素子の出力の中から最高温度を示す信号を選択する
ことにより、耳孔内で一番高い温度を示す部分の温度を
報知することができ、プローブを耳口に挿入する際のプ
ローブ先端方向の決定に、熟練した技術を使用者に要求
せず、プローブ先端を正確に耳口深部に向けなくても一
番赤外線量の多い耳口深部の温度を算出することができ
る。
【００１５】請求項５に記載の発明は、特に、請求項２
または３に記載の演算手段または信号処理手段が複数の
受光素子の出力の中から時間的に安定な温度値を示す信
号を選択する事により、耳孔内で外気やプローブの温度
の影響を受けにくい耳孔深部の温度を報知することがで
き、プローブを耳口に挿入する際のプローブ先端方向の
決定に、熟練した技術を使用者に要求せず、プローブ先
端を正確に耳口深部に向けなくても安定した赤外線を放
射する耳口深部の温度を算出することができる。
【００１６】請求項６に記載の発明は、特に、請求項１
に記載の演算手段は、最高温度を示す受光素子が平面上
に並べられた複数の受光素子の中で最外周部に位置する
場合は正しく耳孔深部方向を向いていないことを警告す
ることで、使用者にプローブ挿入の方向が正しいかどう
かを通知することができる。
【００１７】請求項７に記載の発明は、特に、請求項１
に記載の演算手段は、最高温度を示す受光素子が平面上
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に並べられた複数の受光素子の中のどの位置あるかを判
断することで、どちらの方向に偏っているかを通知する
ことができ、使用者にプローブ挿入の正しい方向を誘導
することができる。
【００１８】
【実施例】以下本発明の実施例について、図面を参照し
ながら説明する。
【００１９】（実施例１）図１は、本発明の実施例１に
おける耳式体温計の構成図を示すものである。図１にお
いて、１は本発明の第１の実施例の耳式体温計本体であ
る。２はプローブであり、体温測定に際して外耳道に挿
入する部分であり、鼓膜に向かう側の先端方向に細くし
た形状としていて、先端部１１は開口しているか、また
は防塵の目的で赤外線が通過する材料の膜を有してい
る。プローブ２は耳式体温計本体１に装着されていて、
耳式体温計本体１には受光部３などを内蔵している。受
光部３は集光手段４と缶タイプの赤外線センサ５より成
る。赤外線センサ５の内部には複数の受光素子７が整列
して配置されている。６は赤外線センサ５の開口窓であ
り、この開口窓６から入射した赤外線が複数の受光素子
７で受光される。
【００２０】図２は赤外線センサ５に内蔵されている複
数の受光素子７の配置を示す構造図である。図２におい
て複数の受光素子７は、縦３列、横３行に９個の受光素
子７ａ～７ｉが正方形の枠内に整列配置されている。
【００２１】図１において、８は信号処理手段であり、
受光素子７ａ～７ｉからのそれぞれの出力信号を受け取
り、信号処理することにより、それぞれの受光素子で受
けた赤外線の量を算出する。
【００２２】９は演算手段であり、信号処理手段８から
の各受光素子７ａ～７ｉで受けた赤外線量をもとに所定
の演算を行い、それぞれの赤外線を放射した測定対象の
温度を算出する。１０は報知手段であり、演算手段で算
出した測定対象の温度データの中から報知温度を選択し
て報知する。
【００２３】以上のように構成された耳式体温計につい
て、以下その動作、作用を説明する。まず、図３（ａ）
は耳の外観図、図３（ｂ）は図３（ａ）のＡ－Ａ’線位
置における耳介および外耳道の横断面図である。図３に
おいて１４は耳介後部、１５は外耳道、１６は鼓膜、１
７は耳口付近の壁、１８は最外部前部にある突起部であ
る。このように、プローブを挿入する外耳道の形状は個
人によってかなり差があるが、Ｓ字状に大きく曲がって
いるため鼓膜を耳介側から直視できる人はほとんどいな
い。
【００２４】さらに、図４は耳式体温計１のプローブ２
を耳に挿入した時のようすを図３（ｂ）と同じ断面図に
示したものである。図４に示す様に突起部１８に邪魔さ
れ、プローブ２の先端部分が耳口付近の壁１７にぶつか
り、ここを支点にして中央部分が後方に押しやられる。
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【００２５】結果として、赤外線センサ５の複数の受光
素子７へは、耳口付近の壁１７から放射された赤外線が
集光され、外耳道奥の鼓膜方向から放射された赤外線は
わずかに図４に示す光線２１のような赤外線しか届かな
い。しかしながら、複数の受光素子７のそれぞれにあた
る赤外線の分布は図５に示すように、耳口付近の壁１７
の１７ａ～１７ｃ付近から放射された赤外線はそれぞれ
受光素子７ａ～７ｃで受光され、同様に耳口付近の壁１
７の１７ｅ～１７ｉ付近から放射された赤外線はそれぞ
れ受光素子７ｅ～７ｉで受光され、受光素子７ｄだけは
鼓膜１６の１６ｄ付近から放射された赤外線を受光でき
る。したがって、受光素子７ｄの出力は純粋に耳孔深部
の鼓膜近辺の温度を示す信号となる。
【００２６】図４におけるプローブ２の先端を矢印２０
で示す方向に向けていくと図５における受光素子７ｃ、
７ｅおよび７ｉは耳口付近の壁からの赤外線と耳孔深部
の鼓膜付近からの赤外線を受光するようになり、これら
の受光素子７ｃ、７ｅおよび７ｉは耳口深部と耳口付近
の平均的な温度による信号を出力する。
【００２７】さらにプローブ２の先端を矢印２０で示す
方向に向けていくと中央の受光素子７ｅでも耳孔深部の
鼓膜付近からの赤外線を受光できるようになる。
【００２８】このように、鼓膜の方向を意識しないで、
無頓着にプローブを外耳道に挿入しただけでは鼓膜から
の赤外線を多く受光することは難しいが、受光素子を複
数持つことで、耳孔深部から放射された赤外線と耳口付
近の壁から放射された赤外線とを別々の受光素子で受け
ることができため、個々の受光素子が受光している赤外
線の放射元の温度を別々に検知できる。さらには、耳孔
深部の鼓膜付近の温度を複数の受光素子のどれかが受光
できるため、耳口付近の壁の温度で平均化されることな
く耳孔深部の鼓膜付近の温度だけを算出できる。
【００２９】以上のように、本実施例においては赤外線
センサを平面上に整列して並べられた複数の受光素子か
ら構成することにより、耳孔深部から放射された赤外線
と耳口付近の壁から放射された赤外線とを別々の受光素
子で受けることができため、個々の受光素子が受光して
いる赤外線の放射元の温度を別々に検知することができ
る。
【００３０】また、演算手段が複数の受光素子の出力か
ら得られる複数の温度値を基に一つの温度値を確定し出
力するようにすれば、複数の受光素子の出力からそれぞ
れの温度を算出し、最も妥当な温度値を選択し体温とし
て報知できる。このため、プローブを耳口に挿入する際
のプローブ先端方向の決定に、熟練した技術を使用者に
要求せず、プローブ先端を正確に耳口深部に向けなくて
も耳口深部だけからの赤外線量で温度を算出することが
できる。
【００３１】また、信号処理手段が複数の受光素子の出
力から一つの出力値を確定し出力するようにすれば、複*

6
*数の受光素子の出力の中から最も妥当な受光信号を選択
し、その一つの出力をもとに演算手段が温度値を算出し
体温として報知できる。このため、少ない演算回数で、
かつ、プローブを耳口に挿入する際のプローブ先端方向
の決定に、熟練した技術を使用者に要求せず、プローブ
先端を正確に耳口深部に向けなくても耳口深部だけから
の赤外線量で温度を算出することができる。
【００３２】また、演算手段または信号処理手段が複数
の受光素子の出力の中から最高温度を示す信号を選択す
るようにすれば、耳孔内で一番高い温度を示す部分の温
度を報知することができ、プローブを耳口に挿入する際
のプローブ先端方向の決定に、熟練した技術を使用者に
要求せず、プローブ先端を正確に耳口深部に向けなくて
も一番赤外線量の多い耳口深部の温度を算出することが
できる。
【００３３】また、演算手段または信号処理手段が複数
の受光素子の出力の中から時間的に安定な温度値を示す
信号を選択するようにすれば、耳孔内で外気やプローブ
の温度の影響を受けにくい耳孔深部の温度を報知するこ
とができ、プローブを耳口に挿入する際のプローブ先端
方向の決定に、熟練した技術を使用者に要求せず、プロ
ーブ先端を正確に耳口深部に向けなくても安定した赤外
線を放射する耳口深部の温度を算出することができる。
【００３４】また、演算手段が最高温度を示す受光素子
が平面上に並べられた複数の受光素子の中で最外周部に
位置する場合は正しく耳孔深部方向を向いていないこと
を警告するようにすることで、使用者にプローブ挿入の
方向が正しいかどうかを通知することができる。
【００３５】また、演算手段が最高温度を示す受光素子
が平面上に並べられた複数の受光素子の中のどの位置あ
るかを判断するようにすることで、どちらの方向に偏っ
ているかを通知することができ、使用者にプローブ挿入
の正しい方向を誘導することができる。
【００３６】また、本実施例では複数の受光素子を縦３
列横３行に並べたが、さらに多くの素子数にすれば赤外
線の放射元の温度をさらに細かい領域ごとに検知でき
る。さらには、縦と横を同じ数の素子数にしなくても、
例えば縦３列横５行のように配置すれば、横方向だけ細
かい領域で温度検知をすることができる。
【００３７】
【発明の効果】以上のように、請求項１～６に記載の発
明によれば、プローブを耳口に挿入する際のプローブ先
端方向の決定に、熟練した技術を使用者に要求せず、プ
ローブ先端を正確に耳口深部に向けなくても耳口深部だ
けからの赤外線量で温度を算出し、結果として正確な体
温計測が容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１における耳式体温計の構成図
【図２】同耳式体温計の赤外線センサ内の複数の受光素
子の配置を示す構造図
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【図３】（ａ）同耳式体温計の動作を説明するための耳
の外観図
（ｂ）図３（ａ）のＡ－Ａ’線位置における耳介および
外耳道の横断面図
【図４】同耳式体温計の動作説明のための外耳道にプロ
ーブを挿入時の横断面図
【図５】同耳式体温計の動作説明のための受光素子に当
たる赤外線の放射元を示す図
【図６】従来の耳式体温計の構成図
【符号の説明】
１  耳式体温計本体
２  プローブ
３  受光部 *

8
*４  集光手段
５  赤外線センサ
６  開口窓
７  受光素子
８  信号処理手段
９  演算手段
１０  報知手段
１１  先端部
１４  耳介後部
１５  外耳道
１６  鼓膜
１７  耳孔付近の壁
１８  突起部

【図１】 【図２】

【図３】
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